
平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第２期倉吉市
教育振興基本
計画の進ちょ
く管理
(５年計画の３
年目)

1

・基本計画に基づ
く重点施策実施計
画の策定
・教育に関する事
務の点検・評価の
推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定及び定例教
育委員会へ実
施計画提案

「倉吉市教育
行政の点検及
び評価」を市
議会へ提出

進捗状況チェッ
ク、中間評価

定例教育委員会
へ中間評価の報
告

・実施状況
チェック、各課
の自己評価
・審議会等によ
る評価の実施

教育行政の点検・評価を
行うとともに、実施計画
を作成、10月に進捗状況
を確認、3月に各課による
自己評価を行った。 B

倉吉市教育委
員会の活性化

2

・倉吉市教育の方
針の明示
・住民の意向や教
育現場の実情の把
握
・総合教育会議の
充実
・教育委員の活動
の顕在化

教育
総務

・計画訪問・
諸行事等への
参加
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ等) 総合教育会議

の開催(5/30)

東伯地区・倉
吉市合同研修
会（5/24）

学校計画訪問
（6/29北谷
小）

学校計画訪問
（7/5東中）

鳥取県市町村教
育委員会研究協
議会定期総会・
研究大会（7/9）

市町村教育委員
会委員研修会
（7/31）

 市町村教育委員会
 委員研修会

学校計画訪問
（10/3明倫小）
学校計画訪問
（10/22河北中）
学校計画訪問
（10/31上灘小）

ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第1回掲載）

学校計画訪問
（11/7関金小）
学校計画訪問
（11/13小鴨小）
学校計画訪問
（11/20上北条
小）
学校計画訪問
（11/26灘手小）

総合教育会議
の開催
（12/26）

ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第2回掲載）

ﾘﾚｰｺﾗﾑ更新
（第3回掲載）

学校計画訪問、諸行事へ
積極的に参加した。ま
た、計３回のリレーコラ
ムや教育委員会定例会、
市長との意見交換の場で
ある教育総合会議を２回
開催し、その会議録等を
ホームページに掲載し、
情報発信に努めた。 B B

「倉吉市立
小・中学校の
適正配置等に
ついて」に基
づく学校再編
の推進

3

・適正配置の課題
の整理と各地域・
関係団体との協議
の実施

学校
教育

対象小学校区
適正配置（協
議会立上げ）
についての説
明

5/22 高城地区
協議会長と協
議

5/24 北谷地区
協議会長と協
議

6/11 北谷地区
協議会長と協
議

6/12 灘手地区
協議会長と協
議

 適正配置に関
 する各地区協
 議会立ち上げ

7/11 成徳地区
協議会長と協
議

7/12 明倫地
区・社地区協
議会長と協議

7/17 小鴨地区
協議会長と協
議

7/23 成徳地区
委員と協議

関係地区協議会
長と協議

協議会立ち上げ
に係る説明会
（予定）

・関係地区との協議、意
見交換を重ねてきた。今
後の進め方について、全
体会を開催して理解を
得、来年度から協議を進
められるように準備して
いるところである。

Ｃ

学校教育施
設・教育施設
の整備運営

4

・プール改修工事
(上北条小、上灘
小、久米中)
・屋根雨漏り改修
工事
（東中屋体、西中
トイレ、久米中管
理棟)
・西中屋体トイレ
排管改修工事
・鴨川中寄宿舎床
タイル改修工事
・長寿命化計画策
定に係る調査
・エアコン設置
(高城小特別支援
教室)
・（新）ブロック
塀等改修工事
・ICT機器整備(PC
教室等教育用LAN
システム含む)整
備計画の策定ほか

教育
総務

・プール、屋根、トイレ
排水管並びに鴨川中寄宿
舎床タイル改修工事につ
いては、年度内に完成し
当初の目的は達成でき
た。
・施設修繕ならびにPC整
備等については、予算の
範囲内において可能な改
修、更新を行うことがで
きた。
・ICT機器整備に係る計画
策定は、３回検討委員会
を開催し検討・継続する
ことができた。
・年度中新規で小中学校
のブロック塀等安全対策
事業を計画し、改修工事
実施に向けてブロック塀
等改修設計業務を繰越契
約することができた。

B

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

倉
吉
市
教
育
の
創
造

各施策について、概ね当
初の計画とおり実施する
ことができた。  

1

・各地区の代表者の方々
と意見交換を重ねてき
た。調整の結果、適正配
置協議会委員名簿の未提
出の地区からも、３月末
には名簿を提出していた
だく予定である。４月以
降、小学校適正配置協議
会を立ち上げ、協議を進
めていく。

＊成果指標
　Ａ：学校統合準備委員
会設立
　Ｂ：適正配置協議会設
立
　Ｃ：進展なし

小中学校の安全対策とし
て、ブロック塀等及び空
調設備について、予算の
補正を行い、対応するこ
とができた。

〔屋根雨漏り改修工事〕　　

〔西中屋体トイレ排管改修工事〕　　

〔鴨川中寄宿舎床タイル改修工事〕

〔プール改修工事〕　

〔長寿命化計画策定に係る調査〕

〔ICT機器整備に係る計画策定ほか(教員用PCについては入札を6月頃、整備は8月末までに完了)〕

〔高城小エアコン設置〕

〔施設修繕全般〕

〔小中学校ブロック塀等改修工事設計〕〔明倫小ブロック塀撤去・復旧〕

1



平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・学力向上推進の
支援（小・中連携
教育の推進、合同
研修会）

学校
教育

中学校区教育
の計画作成

中学校区別小中
合同研修会
久米中校区(8/8)

中学校区合同研究
授業
西中校区(9/29)

中学校区合同研
究授業
河北中校区(10/25)

中学校区研究授
業

鴨川中校区(11/12)

特色ある中学校区
教育の成果と課題
の把握と改善策の
提案
中学校区別小中合
同研修会
東中校区(2/29)

・各中学校区で講師を招聘した
研究授業及び研究会を実施して
いる。
・各中学校区ごとの課題に基づ
き、授業実践を行った。その上
で小中連携の成果と課題を明ら
かにした。

Ｂ

2

・わかる授業のた
めの授業改善（教
職員の指導力の向
上）

学校
教育

研究主任研修
会(4/12)
中学校ＮＲＴ
（標準学力検
査）実施
全国学力学習
状況調査
(4/17)

学校計画訪問
での指導助言

要請訪問
(6/20 高城小)
(6/20 上北条小）
(6/27 灘手小）
(6/27 久米中）

(6/29 北谷小）

学校計画訪問
での指導助言

要請訪問
(7/4 明倫小)
(7/4 北谷小）
(7/4 上北条小）
(7/5 東中）

授業改善研修
（講師招聘・市
初研と共催）
(8/1)

全国学力学習状
況調査分析及び
ホームページ
アップ(8/20)

学校計画訪問での
指導助言

要請訪問
(9/12 高城小)
(9/12 社小)
(9/19 明倫小)

(9/22 上小鴨小）

学校計画訪問で
の指導助言

要請訪問
(10/3 小鴨小)
(10/5 上小鴨小）

学校評価による
点検

要請訪問
(11/14 成徳小)

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

中学校CRT実施

（1，2年）

授業づくりに対
する指導助言
要請訪問
(1/30 高城小)
(1/30 久米中)

小学校NRT実施（全
学年）
中学校ＣＲＴ結果
に基づき、授業改
善、個別対応等実
施

授業づくりに対
する指導助言

要請訪問
(2/8 関金小)

学力実態の把握
と分析研修計画

・全国学力・学習状況調
査結果の分析から、授業
改善の視点を明確にして
日々の実践に活かす取組
が見られた。

・要請訪問指導助言19回

Ａ

3

・細やかな指導を
行うための体制づ
くり（少人数学
級・教員加配）

学校
教育

加配教員配置
加配教員研修

少人数加配の成
果と課題の検証

改善に向けての
検討

・７校に加配を配置。学
校、学年、学級の実態に
応じた少人数指導を実
施。
・今後、より効果的な少
人数指導のあり方につい
て、校内研究推進と連携
しながら継続検討してい
く必要がある。

Ｂ

4

外国語教科化の対
応（小学校・中学
校）

学校
教育

外国語活動支
援員授業計画
作成

小学校英語専
科教員計画作
成・
実施・助言
（年間）

Team 
Kurayoshi 
ALTs実施要項
配布申し込み

小学校外国
語・外国語活
動教材全児童
分印刷・配布

中学校区別外
国語指導助手
（ALT）授業計
画作成
外国語授業開
始

 TKA①(5/30)

専科教員配置
３校定例会
(5/24)

学校計画訪問
での指導助言

年間指導計画
作成への助言
（西郷小・小
鴨小）

３校（明倫・
成徳・灘手）
５・６年生集
合学習(6/14)
 TKA②(6/13)
 TKA③(6/27)

専科教員配置
３校定例会
(6/18)

小学校英語パ
ワーアップ事
業連絡協議会
（西郷小・小
鴨小）
ＡＬＴ２名離
任

 TKA④(7/4)

英語研修（教職
員対象・児童対
象）
新規ＡＬＴ２名
着任
イングリッシュ
シャワールーム
（8/21、上灘公
民館、午前１８
名、午後２０名
参加）
 CAN-DOリスト活
 用研修会
３校（明倫・成
徳・灘手）３・
４年生集合学習
(8/30)
専科教員配置３
校定例会(8/20)

 小学校英語パワー
 アップ事業連絡協
 議会（西郷小・小
 鴨小）

TKA⑤(9/5　関金
小学校　ＡＬＴ４
名参加)

専科教員配置３校
定例会(9/28)

授業力向上への
助言（校内授業
研究会での指導
助言及び日々の
授業への助言）

 指導案作成への
 助言（西郷小・
 小鴨小）

 TKA⑥(10/17)
TKA⑦(10/31　
小鴨小)

専科教員配置３
校定例会
(10/23)

 小学校英語活動
 研修（講師招
 聘・市小学校長
 会・東伯郡小学
 校長会との共
 催）

TKA⑧(11/14)
東中

 TKA⑨(11/28)

授業力向上へ
の助言（校内
授業研究会で
の指導助言及
び日々の授業
への助言）

 TKA⑩(12/5)

専科教員配置
３校定例会
(12/8)

 小学校英語教育
 推進リーダーに
 よる研修

TKA⑪(1/30)
（西郷小）

 小学校英語パ
 ワーアップ事業
 連絡協議会（西
 郷小・小鴨小）
 小学校英語教育
 推進リーダーに
 よる研修

平成31年度外国
語・外国語活動
年間指導計画作
成

３校（明倫・成
徳・灘手）１・
２年生集合学習
(2/13)

平成31年度外国
語・外国語活動
年間指導計画配
布

・小学校における外国語
専科教員を配置し、明倫
小・成徳小・灘手小の3年
生から6年生までの授業を
担当していただいた。積
極的に授業公開をし、配
置校のみならず、市内小
中学校の先生方に研修の
機会を持っていただけ
た。
・イングリッシュ・シャ
ワールームは最終年度と
なり、授業での活動作り
を参加された先生方にし
て頂いた。
・全てのＡＬＴの先生方
が希望された学校に順番
に集結し、授業に参加さ
れる行事を立ち上げた。
概ね好評だが、今年度は
参加校が少なかった。来
年度はより多くの学校に
参加して頂けるよう啓発
していきたい。

Ａ

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2
学力向上の推

進
Ｂ

･全国学力・学習状況調
査においては、小学校算
数の活用問題が全国平均
をやや下回った。中学校
においては、国語、数学
の活用問題がやや下回っ
ている。
＊成果指標
　Ａ：全国平均より５ポイ
ント以上上回る
　Ｂ：全国平均と概ね同程
度
　Ｃ：全国平均より５ポイ

ント以上下回る

・全国学力・学習状況調
査結果をもとに、市内の
小中学校が授業改善に向
けた授業研究を積極的に
行うようになっている。
＊成果指標
　Ａ：全小中学校が授業改
善に向けての取組を行う
　Ｂ：１３校/１８校が授
業改善に向けての取組を行
う。

　Ｃ：１２校以下

・小学校においては。積
極的に県事業を受け、全
国学力・学習状況調査結
果の分析から、授業改善
の視点を明確にした取組
がなされるようになって
きた。

・平成３２年度、英語の
教科化に向け、各小学校
が英語の授業を先行実施
をしている。
＊成果指標
　Ａ：全小学校が先行実施
の取組を行う
　Ｂ：９校/１３校が授業
改善に向けての取組を行
う。

　Ｃ：８校以下

・成徳、明倫、灘手小学
校においては、英語専科
教員を１名配置（兼務）
し、英語の授業を実施し
ている。配置校だけでな
く、市内小中学校の先生
方に研修の機会を持つこ
とができた。
＊成果指標
　Ａ：子どもの意識（好
き）９０％以上
　Ｂ：子どもの意識（好
き）８５％以上
　Ｃ：子どもの意識（好
き）８５％より低い
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・人権教育の充実
（育てたい資質・
能力を明確にした
実践）

学校
教育

第1回人権教育
主任者会
(4/12)
講師　鳥取県
教育委員会人
権教育課　山
本指導主事

第2回人権教育
主任者会
(6/15)
講師　鳥取県教
育委員会人権教
育課　山本指導
主事「年間指導
計画の見直し」

第3回人権主任者
会
(8/10)
講師　小椋教育
長・人権政策課
長・下吉補佐

西中校区同研
（小鴨小・西
中）

第４回人権主任
者会
(2/15)
各学校実践報告　
指導助言鳥取県
教育委員会人権
教育課　山本指
導主事

少人数加配の成
果と課題の検証

改善に向けての
検討

「特別の教科道徳」の教科化に
伴い、「年間指導計画の改善」
に取り組んだ。教科としての特
性を活かしながら、身につけさ
せたい資質・能力をまんべんな
く年間計画に取り入れることを
確認した。また、新教育長によ
る講話では、部落問題学習を全
小中学校で取り組む大切さを確
認した。

Ｂ

2

・道徳教育・体験
活動の充実（乳幼
児ふれあい事業）

学校
教育

小学校にて教
科道徳開始

乳幼児ふれあ
い会（小学校
13 校、中学校
5校は家庭科の
中で実施）
小鴨小
5/22,24,28

道徳授業改善
についての発
信
乳幼児ふれあい
会
上灘小6/7,8
明倫小6/15
上北条小6/18
関金小6/18
西郷小6/20,25
灘手小6/22
河北小6/26,27
成徳小6/28
北谷小6/28
上小鴨小6/22

乳幼児ふれあ
い会
社小7/4,5　

道徳教育主任研
修会

平成31年度中学校
道徳教科書採択
（東京書籍版）
乳幼児ふれあい会
高城小9/12
上小鴨小9/12
西郷小9/13,18
上灘小9/20,21

乳幼児ふれあい
会
小鴨小10/1,4,9
河北小10/3,5
灘手小10/5
成徳小10/18
関金小10/23
北谷小10/25

乳幼児ふれあい
会
社小11/7,9
上北条11/13
明倫小11/22

乳幼児ふれあ
い会
高城小12/4

平成31年度道徳
年間指導計画作
成（各校）

乳幼児ふれあい
会評価

・小学校で教科道徳が始まっ
た。各校で研修を積まれて評
価に繋げて頂いた。
・小学校１３校が年間２回の
乳幼児とのふれあい会を児童
センター等と連携して実施し
た。中学校５校は、家庭科の
学習の中で保育体験を実施し
た。乳幼児の成長に驚きと喜
びを感じ、自分も大切に守り
育てられてきたことを実感す
ることができた。

Ａ

3

・相談体制の充
実、いじめや問題
行動の未然防止、
（倉吉市いじめ防
止基本方針の徹
底、不登校対策）

学校
教育

・生徒指導主
任・主事研修
会

・心の教室相
談員、子ども
と親の相談員
配置

・ＳＳＷｒに
よる支援活動
(年間)

・重点校にお
ける定例会の
開催（年間）

・生徒指導支
援会議(年間)

各校個別の指導計
画、登校サポート
シート作成・活用
（年間）

生徒指導について
の学校計画訪問
（前期）

要保護児童対策会
議（随時）

子ども支援セン
ター児童生徒受け
入れ

不登校児童生徒へ
の家庭訪問の実施

不登校対策（担当
との連絡及び助言
各月末に）年間

 教育心理相談士に
 よる研修①

 生徒指導対策
 推進会議①

 生徒指導対策
 推進会議②

 先進地視察

教育心理 相談
士による研修
②①
(6/26　交流プ
ラザ、21名参
加)

 不登校児童生
 徒へのアウト
 リーチ型支援
 開始

教育心理相談
士による研修
③
(7/30　市役所
第２会議室、
20名参加）

第１回青少年問
題対策協議会

先進地視察(8/23　
鳥取市立桜ヶ丘
中学校　SSWr及
び発達障がい支
援アドバイザー
合計５名)

 倉吉市不登校児童
 生徒保護者の会

生徒指導につい
ての学校計画訪
問（後期）

・「人間力・組
織力による不登
校改善事業」講
師招聘支援
（11/10東京医
療保健大学医療
保健学部看護学
科　渡會睦子氏　
西中）

・「人間力・
組織力による
不登校改善事
業」中間報告
会への指導助
言（小鴨小・
西中）

教育心理相談士
による研修④
（2／19　市役
所第2会議室、
16名参加）

第２回青少年問
題対策協議会

卒業生に係る中
学校訪問（ハー
トフルスペース
職員同行）

・不登校・いじめの未然防止
に資するため、初めて「教育
相談研修」を実施した。参加
対象を、管理職、養護教諭、
教育相談担当教員、心の教育
相談員、生徒指導主事と、回
によって変え、それぞれの立
場で教育相談を考える契機に
して頂いた。
・スクールソーシャルワー
カーが、児童生徒を取り巻く
環境をよく理解し、働きかけ
ることで難しいケースが上向
くことがあった。
・長期欠席児童生徒数小学校
28名（前年度比±０）、中学
校60名（前年度比-４）12月
末
・子ども支援センター入級児
童生徒7名
・本当の未然防止ができるよ
う、学校に働きかけていきた
い。

Ｂ

4

・たくましい体の
育成（体育、健康
教育、学校保健の
充実、安全教育の
充実）

学校
教育

・親子で学ぶ
食の教室希望
調査（小学校
13校年間を通
じて随時）

児童体育祭
(5/9)

運動会(5/19小
学校９校、
5/26小学校３
校）

新体力テスト

通学路の危険
箇所の抽出
一昨年度の安
全対策につい
てアンケート
の実施

第１回学校保
健委員会

県中学校総体
予選(6/7~6/9)

喫煙防止教育
(小中学校18校
年間を通じて
随時）

倉吉市通学路
の安全確保に
係わる担当者
会の開催
(6/26)

ブロック塀調
査

県中学校総体
(7/21~7/22)

小学校中部水
泳(7/26)

鳥取県中学校
総合体育大会
結果報告及び
全国大会・中
国大会出場激
励会(7/27　成
徳小学校、９
８名参加）

通学路の危険
箇所合同点検
(7/25)

鳥取県小学校水
泳大会(7/26)

通学路の危険箇
所合同点検
(8/7,8,22)

全国中学校体育
大会開催（ソフ
トボール）

小学校中部陸上

中学校中部駅伝

運動会(9/8中学校
５校、9/16小学校
１校）

倉吉市通学路の安
全確保に係わる担
当者会(9/14)

防犯の観点からの
通学路点検

中学校中部新人
大会

倉吉市通学路の
安全確保に係わ
る連絡協議会の
開催

性教育講座（中
学校5校年間を
通じて随時）

・中学校運動部
活動ガイドライ
ン作成

第２回学校保健
委員会　　　　　

倉吉市通学路の
安全確保に係わ
る連絡協議会
(2/7)

・喫煙防止教育を小学校
９校、中学校４校実施。
・性教育講座中学校５校
実施。
・新体力テストの結果で
おおむね良し（A～C）と
判定される児童生徒の割
合。小学校中学校　調査
中　
・保健体育授業以外に、
小学校では業間休憩での
運動、中学校では部活動
等体力作りに励んだ。
・猛暑の中の活動では細
心の注意を払っていた
が、２件の救急搬送が
あった。
・中学校の運動部活動で
はのべ９８名が中国大
会、全国大会へ出場し
た。

Ｂ
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3
豊かな心とた
くましい体の

育成
Ｂ

・人権教育の取組につい
ては、各地域の考えもあ
り、学校の取組に温度差
が出てきている。

・人権教育の取組につい
ては、教育課程全般で人
権意識を育てようとする
学校が多くなっている。

・「特別の教科道徳」に
ついては、特に混乱もな
く学校現場に導入するこ
とができた。
＊成果指標
Ａ：円滑に実施できた　１
３校/１３校
Ｂ：円滑に実施できた　　
９校/１３校
Ｃ：円滑に実施できた　　

８校以下

・不登校の出現率が昨年
とほぼ同じである。西中
学校区においては、西中
学校、小鴨小学校が不登
校児童生徒数を減らすな
ど成果をあげている。
＊成果指標
Ａ：児童生徒数１０％減
Ｂ：児童生徒数　５％減
Ｃ：５％より低い減少

・性教育講座について
は、全中学校で実施。喫
煙防止教室については、
小学校４校、中学校１校
が未実施である。全学校
で実施するよう働きかけ
が必要である。
＊成果指標
Ａ：全小中学校実施
Ｂ：昨年度並みの学校数
が実施
Ｃ：昨年度より学校数が
少ない

・各関係機関と連携のも
と、倉吉市通学路の安全
確保に係わる連絡協議会
で改善必要場所について
協議を行い、概ね改善に
向けての取組ができた。

・体力テストでは、全体
としてはＢ評価である
が、学年、男女別では課
題がある。
＊成果指標
　総合判定でＡ～Ｃ判定
が８０％に達する学年
（男女別）の割合
Ａ：全小中学年の12/18
以上
Ｂ：全小中学年の7～
11/18
Ｃ：全小中学年の6/18以
下

3



平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・倉吉独自の教材
づくりの推進（く
らよし風土記の活
用)

学校
教育

小学生副読本
「わたしたち
の倉吉」活用

「くらよし風
土記～倉吉学
入門～」の活
用（土曜授業
等）

倉吉検定の実
施

授業で随時活
用

中学生が土曜
授業で活用
（5/26）

中学生が土曜授業
で活用（9/29）

倉吉検定実施
（久米中）

中学生が土曜授
業で活用
（11/10）

倉吉検定実施
（河北中）

中学生が土曜授
業で活用
（1/19）

・今年度初めて、２中学
校で倉吉検定を実施でき
た。

Ｂ

2

・地域の人・も
の・ことがらに触
れる教育活動の推
進

学校
教育

地域教材・ゲ
ストティー
チャーを活用
した学習(年
間)

全校遠足（伯
耆国庁跡、伝
統的建造物群
など）
まち探検（生
活科、社会
科）
博物館を利用
した学習

歴史民俗博物館
を利用した学習

・各小中学校がそれぞれ
の教育課程にあわせて、
市内にある多くの施設等
を見学し、施設の役割や
働く人たちの思いを学ん
でいる。体験学習も取り
入れられており、児童生
徒がふるさと倉吉への思
いを深め、関心を高める
一助となっている。

Ａ

4

・倉吉らしさを取
り入れた教育活動
の実施

学校
教育

地域と連携し
た菜の花プロ
ジェクトの実
施（年間）

倉吉市小・中
学生淀屋サ
ミットの開催
（5/12）小学
生39名、中学
生21名、高校
生3名

菜の花の種子散
布 成徳小8/31

菜の花の種子散布
上灘小(9/19,25)
上小鴨小(9/20) 上北
条小(9/20) 関金小
(9/20)
高城小(9/21)　小鴨
小(9/27) 明倫小
(9/28) 社小(9/29) 
北谷小(9/29) 灘手小
(9/29) 東中(9/29) 
鴨川中（9月下旬）

中学生関係機関訪
問 市長(9/18)
中部総合事務所
(9/18)農大(9/18)
共同区域種子散布
(9/22　小学生11名、
中学生22名） 

菜の花の種子散
布 
河北小(10/1)
久米中(10/5) 
河北中(10月上
旬)

中学生関係機関
訪問 ＪＡ(10/11)
国交省(10/12)

菜の花プロ
ジェクト報告
会(12/8)

・今年度で10年目とな
り、学校が主体となって
地域を交えた取組が定着
してきた。今年度は、中
学校区での共通実践に取
り組んだ。

Ａ
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4
倉吉に誇りと
愛着をもつ子
どもの育成

Ａ

・倉吉に誇りと愛着をも
つ子どもの育成のため
に、土曜授業等において
中学校版「くらよし風土
記」、小学校版「わたし
たちの倉吉」の活用を
行った。

・倉吉検定を実施した
が、最高得点が６０点程
度であり、倉吉に誇りと
愛着をもつ子どもの育成
のために、さらなる取組
が必要である。

・各小中学校がそれぞれ
の教育課程にあわせて、
市内にある多くの施設等
を見学し、施設の役割や
働く人たちの思いを学ん
だ（市バス利用）。

・平成３０年度、土曜授
業の実施４回。倉吉市立
小中学校で実施。

・小中学校とも、「ふる
さと学習」を意識した取
組となるよう創意工夫を
行った。

・菜の花プロジェクトを
通して、小中学校間や地
域、関係機関との連携を
図った取組が進められ
た。今後、淀屋サミット
に地域学校委員にも参加
してもらうなど、さらに
実効性を高めたものにし
ていきたい。

3

・土曜授業の実施
（ふるさと学習を
中心とした地域と
の共催）

学校
教育

土曜授業
（5/26）

明倫小　クリーン
活動、成徳　打吹
山植物調査、小鴨
小　地域探検・米
づくり、上小鴨小　
地域探検・椎茸栽
培・あたごクロス
カントリー、北谷
小　地域探検・子
もちつぼ、高城小　
地域探検・地域の
写生、東中　くら
よし風土記、河北
中　地域探訪・ふ

るさと講義

土曜授業
（7/7）

台風のため中
止

土曜授業（9/29）
河北小・山上憶良の
学習、明倫小　めい
りんウォークラ
リー、成徳　植物調
査、上灘小　上灘じ
まん、小鴨小　小鴨
に伝わる昔話・中井
太一郎と太一車、北
谷小・灘手小 クリー
ン活動、上北条小　
天神川の歴史・水
質、社小　五輪祭
り・灯籠作り、灘手
小　安倍川探検・す
みよい灘手にするた
めに、関金小　せき
がね親子ウォーク、
高城小　牛追い掛け
節、東中　ディスカ
バー倉吉、河北中　
福祉体験・職場体
験、鴨川中　関金の
歴史・地理・自然、
東中　倉吉の歴史・
文化を知る

土曜授業
(11/10)

西郷小　ありがと
う集会、成徳小　
親子料理教室・自
然体験、上灘小　
町探検・盲導犬・
手話、小鴨小　災
害に備えよう、上
小鴨小・関金小・
社小・明倫小　校
内マラソン大会、
北谷小　ふれあい
どろんこ祭、高城
小　ふれあい参観
日・地域とふれあ
い活動、灘手小　
灘手駅伝大会、東
中・。久米中・河
北中　進路学習、
東中・久米中・鴨

中　性教育

土曜授業
（1/19）

西郷小　開筵式、
河北小　倉吉の昔
話・地域の仕事・
戦争体験・薬物乱
用防止、明倫小　
昔の遊び、成徳小　
椎茸の植菌、上灘
小　人形劇倉吉の
昔話・もちつき交
流会・防災学習、
小鴨小　ボテ茶体
験・子供会発表
会、上小鴨小　　
昔の遊び・性教
育・メディア、北
谷小　こも豆腐づ
くり・しいた植
菌・昔の遊び、灘
手小　灘手いいと
ころカルタ、上北
条小　書き初め、
関金小　昔遊び・
年賀状抽選会・能
力アップチャレン
ジ、東中　進路学
習・琴櫻、西中　
校区の歴史を学
ぶ、久米中　手話
講座、愛校活動　
人権学習、河北中　
進路学習・性教
育、鴨川中　進路

学習

アンケート実施
（成果と課題の

把握）

・各学校が創意工夫をし
て地域・保護者と協働し
た活動を展開していた。
「ふるさと学習」を意識
した取組となるよう周知
し、ふるさとについて改
めて知ったり考えたりす
る機会となった。

Ａ

4



平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

・開かれた学校づ
くりの推進（学校
評価の効果的な活
用）

学校
教育

学校ウエブ
ページの更新

前年度の学校
評価結果にも
とづく学校経
営の重点化

学校一斉公開
(6/13､14)

地域学校委員会
による関係者評
価

各校で学校公開
や行事への参加
呼びかけ

保護者・教職
員・児童生徒
アンケートを
もとにした学
校自己評価
（中間）と関
係者評価

次年度に向けた
改善策の検討と
関係者評価及び
公開

・概ね計画通りに実施し
た。学校のウエブページ
も児童生徒の活動の様子
が保護者や地域の方に発
信している。

Ｂ

2

学校地域連携の取
り組み推進（子ど
もの出番づくり）

学校
教育

上灘桜まつり
芸能発表等参
加（東中・上
灘小 4/7)

地区運動会の
運営補助

各地区夏まつ
りに参加
玉川清掃（成徳
小 7/12)
ぬのこ祭り（北
谷小 7/14)
みつぼし踊り
（成徳 7/28)

教育を考える会
灘手地区(8/9)

教育を考える会

北谷地区(9/11)

各地区運動会の運
営補助

教育を考える会
上井地区(10/6)

小鴨地区(10/11)

各地区文化祭に
出演･出品
教育を考える会
明倫地区(11/6)
関金地区(11/22)
成徳地区(11/22)
高城地区(11/20)
社地区(11/16)
上灘地区(11/22)

教育を考える会
西郷地区(1/26)

教育を考える会
上北条地区(2/8)

・13地区で「教育を考え
る会」を実施。各地区に
おいて子どもの成長を考
えた内容のものが実施さ
れ、熱心に協議等が行わ
れた。 Ａ

3

・学校運営に参画
する体制づくり
（地域学校委員会
の充実）

学校
教育

各校地域学校
委員会

地域学校委員
任命

ボランティア
募集開始

学校支援ボラ
ンティア活動
（年間）

 第１回倉吉市
 地域学校推進
 協議会

各校地域学校委
員会
（一学期のまと
め）

各校地域学校
委員会
（二学期のま
とめ）

倉吉市地域学校
推進協議会
(2/23）

各校地域学校委
員会
（三学期のまと
め）

・各学校の地域学校委員
会が地域の特色を生かし
て活動し、地域と学校と
の連携がより強化されて
きた。

Ａ

1

・特別支援教育の
充実（児童生徒を
支える学校体制づ
くり）

学校
教育

特別支援教育
主任研修会
(4/12)

教科指導法研
究事業の実施

ひらがな指導
研修第1回指導
者研修会
(4/23)

 まなびの教室
 教育相談
就学前発達・
教育相談会に
変更
第１回教科指
導法研究事業
研修会(5/11)
ひらがな指導
研修第２回指
導者研修会
(5/22)
1年生訪問

 まなびの教室
 教育相談
就学前発達・
教育相談会に
変更

1年生訪問

１年生運動機
能実態調査

 まなびの教室
 教育相談
就学前発達・
教育相談会に
変更

第2回教科指導
法研究事業研
修会(7/30)

第２回特別支
援教育主任者
等研修会
(7/27)

 まなびの教室教
 育相談
就学前発達・教
育相談会に変更
 リーダー育成研
 修会（特別支援教
育主任者等研修会

に変更)

 まなびの教室教育
 相談
就学前発達・教育
相談会に変更

 リーダー育成研修
 会（変更）

市就学指導委員会
(9/26)

 まなびの教室教
 育相談
就学前発達・教
育相談会に変更
 リーダー育成研
 修会（変更）
市就学指導委員
会(10/29)

 まなびの教室教
 育相談
就学前発達・教
育相談会に変更
 リーダー育成研
 修会（変更）
市就学指導委員
会(11/30)

 まなびの教室
 教育相談
就学前発達・
教育相談会に
変更
 特別支援中学
 校区研修会

教科指導法研
究事業授業研
究会・上灘小
(12/6)

 まなびの教室教
 育相談
就学前発達・教
育相談会に変更

第３回教科指導
法研究事業研修
会(1/21)

第４回教科指導
法研究事業研修
会
倉吉市子どもの
発達支援研修会
(2/3)

第３回特別支援
教育主任者等研
修会(2/12)

１年間を終えて
の指導に関する
アンケート

・まなびの教室教育相談
から就学前発達・教育相
談会に変更したことに
よって、より多くの相談
を受けることができ、就
学予定の小学校との共通
理解にもつながった。
・教科指導法研究事業で
は体育科の実践を行い、
市内１年生担任対象に研
修を深めることができ
た。

Ｂ

2
家庭教育の充実
（研修機会の拡
大）

学校
教育

教育講演会の実
施(9/21)

市教育委員会
と市小P連懇談
会(11/6)

・小P連・中P連との共催により
教育講演会を開催して４年目と
なった。講師にFCカミノ代表吉
川氏を迎え、親子ともに笑顔で
子育てをするために大切なこと
を学んだ。

Ｂ

3

・教育助成の充実
（就学援助事業の
周知と適切な執
行）

教育
総務

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費支
払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費希
望取りまとめ

 特別支援教育
 就学奨励費希
 望取りまとめ

特別支援教育
就学奨励費支
給決定

学用品費等支払い

 特別支援教育就学
 奨励費支給決定

特別支援教育就学
奨励費支払い

 特別支援教育就
 学奨励費支払い

 就学援助審査会
 （早期支給分）

学用品費等支払
い

特別支援教育就
学奨励費支払い

新入学学用品費
支払い（早期支
給分・2/27支払
い）

 就学援助審査会

・新入学学用品費の就学
前支給を昨年度より早い2
月末に行った。
・特別支援教育就学奨励
費を当初より早い時期に
支給することができた。

A
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家庭・地域と
連携した開か
れた学校づく
り

Ａ

・学校公開を市内小中学
校で６月に実施した。２
学期については、各校が
独自に実施した。
＊成果指標：
　児童生徒の活動の様子
を公表
　Ａ：全小中学校
　Ｂ：１２校/１８校以
上の小中学校が公表
　Ｃ：１１校以下

・学校地域連携の取組
は、各地域の実情を踏ま
え充実した取組がなされ
るようになった。一方
で、地域からの支援だけ
でなく地域への支援と
いった学校の地域参画も
必要である。
＊成果指標
　Ａ：各地区行事の参加
率８０％以上
　Ｂ：各地区行事の参加
率６０％以上
　Ｃ：各地区行事の参加
率６０％より低い

・就学前発達・教育相談
を実施することによっ
て、より多くの相談を受
けることができた。
＊成果指標
　Ａ：相談件数各校平均
５件以上
　Ｂ：相談件数各校平均
３件以上
　Ｃ：相談件数各校平均
３件より少ない

・核家族化，少子化，地
域における地縁的なつな
がりの希薄化など，家庭
や家族を取り巻く社会状
況の変化の中で，家庭の
教育力の低下が課題とし
て残る。

・今後、保護者の我が子
に対する意識を何らかの
方法で測って把握し、効
果的な取組につなげてい
きたい。

・新入学学用品費につい
ては、昨年度からの懸案
事項であった2月中の支
給を行うことができた。
・新入学学用品費につい
ては、昨年度からの懸案
事項であった2月中の支
給を行うことができた。

6
よりよい倉吉
教育を目指し
て

Ａ

5



平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
栄養教諭等による
食に関する指導

給食
セン
ター

・指導計画作
成及び指導案
提示
・全学級訪問
指導（教科等
での指導）

給食時間を活
用した食に関
する指導 １回

給食時間を活
用した食に関
する指導 
４回

教科・学活等
を活用した食
に関する指導
　　　　２回

給食試食会
　　　　１回

鳥取県食生活
改善推進員連
絡協議会研修
会(5/22)

給食時間を活
用した食に関
する指導
 ３回

教科・学活等
を活用した食
に関する指導　
７回

親子で学ぶ食
の教室 11回

学校保健委員
会 ３回
給食試食会
　　　　３回

JAジャガイモ
収穫体験
(6/26)

給食時間を活
用した食に関
する指導
 13回

教科・学活等
を活用した食
に関する指導　
９回

親子で学ぶ食
の教室 ４回

学校保健委員
会 10回

鳥取短期大学
施設実習打合
わせ(7/18)

給食時間を活用
した食に関する
指導
 １回

教科・学活等を
活用した食に関
する指導
　　　　２回

給食時間を活用し
た食に関する指導 
４回

教科・学活等を活
用した食に関する
指導　10回

親子で学ぶ食の教
室 ２回

給食試食会
　　　　１回

給食時間を活用
した食に関する
指導 
６回

教科・学活等を
活用した食に関
する指導　25回

親子で学ぶ食の
教室 ２回

給食試食会
　　　　１回

鳥取短大
(10/26)、
ひまわり保育園
(10/31)の給食ｾ
ﾝﾀｰ施設見学

給食時間を活用
した食に関する
指導 
11回

教科・学活等を
活用した食に関
する指導　32回

給食試食会
　　　　１回

給食時間を活
用した食に関
する指導
 16回

教科・学活等
を活用した食
に関する指導　
10回

親子で学ぶ食
の教室 １回

給食時間を活用
した食に関する
指導 
９回

教科・学活等を
活用した食に関
する指導　11回
学校保健委員会 
１回

給食週間行事の
実施

市長を囲んでの
会食会(1/28 西
郷小)

給食時間を活用
した食に関する
指導 
１回

教科・学活等を
活用した食に関
する指導　６回
学校保健委員会 
10回

児童･生徒作品
展(2/2～2/3ま
でエキパル倉吉
多目的ホール、
2/3～2/8まで倉
吉交流プラザエ
ントランスで展
示)

倉吉幼稚園の給
食ｾﾝﾀｰ施設見学
(2/20)

学校保健委員会　
３回

給食主任や学級担任等と
連携しながら、望ましい
食習慣の定着につながる
よう、栄養教諭・学校栄
養職員による全学級訪問
指導を計画どおり183回実
施した。

「親子で学ぶ食の教室」
については、計画どおり
給食センターで20回実施
した。

Ａ

2
学校給食衛生管理
基準に基づいた衛
生管理の徹底

給食
セン
ター

（通年）「定
期及び日常衛
生検査」によ
る点検と改善　　

学校給食衛生管理基準に
基づく、調理業務の衛生
管理等について、工程表
等を確認しながら委託先
の責任者と協議し随時指
導を行った。 Ｂ

3
食物アレルギー対
応の推進

給食
セン
ター

（通年）
・食物アレル
ギー対応食の
提供
・食物アレル
ギー対応の検
討

・食物アレル
ギー対応研修会
(8/2開催、参加
者29名)

給食センターが食物アレ
ルギー対応している児
童・生徒の保護者、教職
員等を対象とした研修会
を開催し、関係者が共通
認識を持って対応にあた
ることを確認した。 Ａ
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学校給食の充
実、食育の推
進

Ａ

小中学校９年間を通じて
計画的な指導を行うこと
により、児童・生徒の
「食に対する理解と関
心」を深めることができ
た。

調理業務の衛生管理等を
徹底することで、安全･
安心な給食の提供につな
げることができた。

児童・生徒全員を対象と
した食物アレルギー用献
立表や、給食センターで
食物アレルギー対応をし
ている児童・生徒の個別
献立表で情報提供を行
い、学校教育課・学校現
場・保護者と連携しなが
ら食物アレルギー事故の
防止を図ることができ
た。

6



平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8

地域力を育む
社会教育の推

進
～現代的及び
ライフステー
ジに応じた学
習機会の充実

～

1

成人式（成人式実
行委員会、中学生
ボランティアによ
る運営）

生涯
学習

・成人式実行
委員募集

・成人式実行委
員会（第１回
8/10、8/16、
8/18）

・成人式実行委員
会（第２回9/8）

・成人式実行委
員会（ミニ
10/17）

・成人式実行委
員会（第３回
11/4）

・成人式実行
委員会（第４
回12/27）

・成人式(1/3)
・中学生ボラン
ティア
・実行委員会OB
ボランティア

・成人式実行委
員会（第５回
3/10）

・前年の成人式における
一部の新成人や保護者等
による妨害行為への対策
を講じ、何事もなく式を
終えることができた。
・実行委員が主体となっ
て成人式（実行委員会）
企画の準備・運営に取り
組み、成人式を成功させ
た。
・実行委員会の仲間作り
や企画検討時に身近な存
在であるOB・OGに加わっ
てもらったことで実行委
員の成人式に対する緊張
が和らぎ、活発な活動に
の促進に繋がった。
・昨年度に引き続き、高
校生にもボランティア募
集し中学生とともに運営
を行なった。
実行委員　　　14名
実行委員OBOG　５名
中学生ボランティア29名
高校生ボランティア４名

Ａ

Ａ

○昨年からの課題であっ
た成人式の警備体制の充
実を図り、何事もなく式
を行えた。
実行委員としての経験が
後輩の成人式実行委員会
の支援に繋がるよう、ま
た社会人になってからも
助け合える仲間作りに繋
がるよう、成人式を核に
した若者の新たな世代を
繋ぐ機会となるよう引き
続き事業を展開していき
たい。

○各種講座は、昨年度に
引き続き地域課題を意識
しながら実施。学習成果
を地域の活動に活かせる
内容とした。特に生涯学
習講座では知識を深める
だけでなく、県立美術館
の建設に向けて参加者の
意識を高める契機となっ
た。また、第３回講座で
は高校生など若い世代が
将来について考える機会
となった。

○看大・鳥短公開講座、
鳥大講座ともに、地域の
課題と大学の専門性の均
衡を図った学習機会の提
供でもって、参加者の学
びが深まった。外部講師
も招き、全講座を通して
50人以上参加者が増加し
た。

〇社会教育関係課連絡会
により、事業の共有及び
連携を図ることで、事業
内容の充実と効率化に繋
げることができた。

〇女性が企画や運営に関
わることで主体的な学び
となった。また参加者同
士の情報交換などで課題
を共有し、さらに学びを
深めることができた。

2

各種講座開設　専
門・実践的な高等
教育を受ける機会
確保（鳥取看護大
学・短期大学・倉
吉市連携講座、生
涯学習講座、鳥取
大学連携講座、人
材銀行、女性連絡
会）

生涯
学習

 ・夏休み講座
 検討会・社会
 教育事業検討
 会

・人材銀行て
びきの発刊
・利用PR(市
PTA連・自治
連）

・夏休み講座
検討会・社会
教育事業検討
会（5/11）

 ・女性連絡会
 代表者会

・看護・短大
(第１回)
6/15・100人

・県連携講座
「勉強会」
6/15・6人
・県連携講座
「講演会」
6/16・14人

 ・女性連絡会
 （各中学校ご
 とに研修会開
 催）
・女性連絡会
代表者会
（6/12）

・看護・短大
(第２回)
6/29・69人

・夏休み期間
の社会教育関
係課各種事業
一覧表を作成
し、小中学生
及び未就学児
を対象に配布
（7/6）

・県連携講座
「フィールド
ワーク」「グ
ループワー
ク」
7/22・28人

・女性連絡会
運営員会
（7/26）

・看護・短大
(第３回)
7/20・136人
・看護･短大
(第４回)
8/3・62人
・看護･短大
(第５回)
8/17・113人
・生涯学習講座
(特別講座)

8/4・129人
・夏休み講座検
討会・社会教育
事業検討会
（8/31）
・ 「サークル活
 動」（１回）

・生涯学習講座
（第１回）9/22・
65人 ・２回

・女性連絡会（東
中校区、久米中校
区9/14）

・生涯学習講座
（第２回
10/14・56人、
第３回10/27・
50人、 市内研
 修）

・生涯学習講座
（第４回
11/10・55人、
 ５回、市内研修
11/24・18人）

・女性連絡会
（河北中校区、
11/5）

 ・女性連絡会
 研修交流会

・夏休み講座検
討会・社会教育
事業検討会
（2/14）

・女性連絡会研
修交流会
（3/1）

【看大・鳥短公開講座】
「学び続けて生きる」を
テーマに、自然・人との
関わり・地域・文化など
を学ぶ講座を実施。全体
的に参加者が増加し、学
びの機会となった。

【生涯学習講座】「美の
匠」をテーマに、全４回
講座と市内研修を行っ
た。文化芸術に親しみ、
郷土に愛着と誇りを持つ
きっかけとするというね
らいが達成された。第３
回講座では、高校生に司
会や受付を行ってもらっ
た。これに加え、県と連
携して「若者講座」を実
施。市内外の若者が学
習・交流を図る取り組み
となった。

【人材銀行】講師活用の
費用面を見直し、利用者
に分かりやすい手引き作
成をした。また、自治公
民館連合会等でPRを行い
活用の拡大に努めた。

【女性教育】各中学校区
での活動及び全市におけ
る研修を行い、学びを通
じた参加者の交流も図る
ことができた。

Ａ
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

青少年の健全育成
と青少年団体の育
成支援（子ども
会・ものづくり道
場・伝統文化体験
教室）

生涯
学習

・ものづくり
指導者派遣、
手づくり教室
の実施(年間）

・中部地区社
会教育担当者
会（第1回
4/13）

・中部地区社
会教育担当者
会（第2回
5/10）

・市子ども会
連絡協議会総
会（6/1）

・中部地区少
年少女のつど
い（6/30 児童
72人）

・中部地区社
会教育担当者
会（第3回
6/5）

 ・ものづくり
 指導者養成講
 座

・夏休み子ど
も体験教室
（7/31・24
人）

・中部地区社
会教育担当者
会（第4回
7/13）

・県サマース
クール団台湾台
中市派遣（8/4－
7・7人）

・中部夏の手づ
くり教室
（8/19）

・夏休み子ども
体験教室（8/1・
23人、8/19・20
人）

・中部地区社会
教育担当者会
（第5回8/22）

・ものづくり指導
者養成講座
（9/8,9/9・37
人）

 ・市子ども会
 リーダー研修会

・市子ども会第
１回理事会
（10/23）

・中部地区生涯
学習実践研究交
流会（10/5）

・中部地区社会
教育担当者会
（第6回10/19）

・市子ども会
リーダー研修会
（11/18・18
人）
・県共催育成者
研修会
（11/18・35
人）

・中部地区社会
教育担当者会
（第7回11/28）

・倉吉ハイス
クールフォー
ラム（12/24・
168人）

・中部地区社会
教育担当者会
（第8回1/10）

 ・市子ども会育
 成者研修会
 ・市子ども会
 リーダー研修会

・市子ども会第
２回理事会
（2/8）

・中部地区社会
教育担当者会
（第9回2/19）

・市子ども会育
成者研修会
（3/23）
・市子ども会
リーダー研修会
（3/23）

【子ども会】倉吉市子ど
も会育成連絡協議会が実
施する研修会に加え、鳥
取県子ども会育成連絡協
議会等が実施する研修会
にも参加者が多く、児童
や保護者間で子ども会活
動への理解や取り組み方
が広がった。またサマー
スクール団へ倉吉から７
名の生徒を派遣した。

【中部地区社会教育担当
者会】中部地区の市町で
役割分担しながら共同で
青少年対象の事業を実施
した。

【ハイスクールフォーラ
ム】各高校の特色ある活
動や取組みの発表と地域
住民や中学生との意見交
換を行った。昨年度を上
回る参加者があり、満足
度も高かった。

Ｂ

2

放課後子ども教室
推進事業
（ 総合プラン一体
 型、子どもいきい
きプラン、通学合
宿）

生涯
学習

・第１回放課
後子ども教室
運営委員会
（4/26）

・関金放課後
子ども教室
 （一体型）開
級（児童館連
携）
・放課後子ど
も教室(関金１
地区)
・各地区子ど
もいきいきプ
ラン実施

 ・放課後子ど
 も教室運営委
 員会

・第２回放課後
子ども教室運営
委員会
（10/30）

運営委員会を２回実施。
事業内容と進捗を確認し
た。各地区における放課
後子ども教室について
は、市内で15教室（13地
区、関金まなび教室、関
金わくわく教室）、年間
を通して実施した。

Ｂ

3

倉吉地区少年補導
センター事業への
参画、青少年育成
協議会との連携

生涯
学習

・街頭補導(毎
月）

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動
(4/10～13)

・第１回評議
委員会(5/25)
・第１回運営
委員会(5/11)

 ・第１回倉吉
 市青少年育成
 協議会

・第２回運営委
員会（7/6）
(・青少年育成者
研修会)（7/13）
・補導センター
情報交換会
（7/19）
・「家庭の日」
絵画作品募集
・第１回倉吉市
青少年育成協議
会（7/10）

・第３回運営委員
会（9/28）

・高校生マナー
アップさわやか運
動（9/11～14）
・家庭の日絵画作
品審査会（9/12）

・第４回運営委
員会（11/29）

 ・第２回倉吉
 市青少年育成
 協議会

・第５回運営委
員会（1/25）

・「家庭の日」
絵画作品巡回展
（1/18～28）

・第２回評議委
員会（2/20）

・第６回運営委
員会（3月中
旬）

【倉吉地区少年補導セン
ター】倉吉地区少年補導
センターの事業に関する
協議や情報交換を行なう
運営員会を年６回、予算
や事業計画について協議
する評議員会を年２回実
施した。また、市町の定
期的な街頭補導に加え、
青少年関係者の研修会へ
の参加、啓発に努めた。
【倉吉市青少年育成協議
会】あいさつ運動や研修
会への参加に加え、啓発
活動に取り組んだ。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

9

支えあう人づ
くり・輝くま
ちづくり
～絆づくりや
地域のコミュ
ニティ形成に
向けた学習活
動の推進～

Ｂ

○「子ども主体による子
ども会運営」とする子ど
も会のあり方等を研修会
で取り上げ、子ども会の
活動支援に繋がる事業が
実施できた。また、サ
マースクール団への派遣
を通して、国際理解が深
まり、国際交流が図られ
た。

〇異なる地域や学校の青
少年が、ともに自然の中
で体験活動を行うこと
で、仲間作りや自然の大
切さを学んだ。

〇地域住民や中学生に、
高校生の活動や取組みだ
けでなく、社会や地域に
対する高校生の考えを
知ってもらう機会とな
り、今後の地域との連携
につながる契機となっ
た。

○放課後子ども教室を通
して、子どもの居場所づ
くりと、子どもと地域住
民との交流を促すことが
できた。天候等で中止と
なる事業が多かった。運
営委員会では、各地区の
取り組みについて情報共
有を行った。

○補導対象事業や街頭補
導を実施した。非行や犯
罪被害の低年齢化が進む
中、様々なキャンペーン
活動等を通して啓発を
行った。インターネット
を通じ青少年が被害者に
なる事件が県内でも発生
したことを受けて、第２
回評議員会では各団体の
取り組みについて情報共
有を行い、今後の啓発活
動への手がかりを得た。
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

学習の質向上と学
習成果の活用（公
民館と地域振興の
連携）

生涯
学習

・公民館職員
初任者研修会
(4/12)
・公民館職員
研修会(4/20)

・第１回市公
連理事会 
(4/13)

・公民館職員
初任者研修会
追加分(5/15)
・公民館長研
修会(5/8)
・公民館主事
研修会(5/17)

 ・公民館管理
 委員長会

・公民館主事
研修会(6/21)

・第２回市公
連理事会 
(6/15)

・公民館長研
修会(7/10)
・公民館主事
研修会(7/19)

・第３回市公
連理事会 
(7/25)

・公民館長研修
会(8/7)
・公民館主事研
修会(8/16)

 ・中部地区社会教
 育関係者研修会

・公民館長研修会
（9/14）
・公民館主事研修
会(9/20)

・第４回市公連理
事会 (9/14)

・公民館管理委
員長会(10/5)

・公民館長現地
研修（10/2）

・館長会「語る
会」（11/13）
・公民館主事研
修会(11/15)

・第５回市公連
理事会 (11/30)

・第６回市公
連理事会 
(12/12)

・館長会との意
見交換（1/8）
・公民館主事研
修会(1/17)
 ・社会教育主事
 講習

・公民館長研修
会（2/12）
・公民館主事研
修会(2/21)

・第７回市公連
理事会 (2/18)

・公民館管理委
員長会(3/25)

・公民館長会
（3/12）
・公民館主事研
修会(3/14)

館長研修会や主事研修会
を定例的に実施し、公民
館職員としての質の向上
を図った。主事が主体的
に課題解決に取り組む研
究部会では、地震対応マ
ニュアル（初動期）の作
成、事業報告様式の検討
及び講師リストの作成、
各種団体との連携を表に
整理し見える化を行っ
た。各部会での研究成果
は全体で共有した。市公
連・館長会と連携し、主
に公民館事業の充実・課
題解決等について検討・
議論した。

Ａ Ｂ

【公民館研究指定事業】
13地区各公民館におい
て、青少年学級、地域づ
くり講座、健康づくり講
座等それぞれの地域課題
解決につながる学習機会
の提供を行った。住民が
企画や運営に関わること
により主体的に取り組む
ことができた。
優良公民館表彰において
全国で５館の優秀館に選
ばれた上北条公民館は、
地域の担い手不足の解消
に向け、将来の地域リー
ダー育成を目的に実施し
た青少年学級が高く評価
された。

Ａ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の
推進

～学習の質向
上と学習成果
の活用～

〇公民館事業が全国でも
高い評価を受けており、
実践発表の機会を通じて
その事業や活動内容を県
内外の社会教育関係機関
等に発信した。

○公民館まつりを通し
て、各地区公民館の取り
組みを市民へ周知するこ
とができた。

○公民館報のＨＰ掲載を
続け、公民館情報を広く
発信している。

○地区公民館が現在担っ
ている機能の所管課が集
い検討した。引き続き検
討を進めていく。

○安全で安心な公民館施
設の維持管理に努めた。
早急に対応が必要な課題
について専門部局と確
認・協議を実施し、公民
館と連携しつつ業務を遂
行した。

2

人づくり・地域づ
くりの推進
（公民館研究指定
事業）

生涯
学習

・公民館研究
指定事業の委
託、運営支援

・情報発信
（館報・ＨＰ
紹介、マスコ
ミ情報提供）

・成徳「高齢
者学級」
・灘手「成人
講座」

・上井「健康
づくり講座」

・社「青年学
級」

・小鴨「地域
づくり講座」

・上北条「青
少年学級」
・上灘「地域
づくり講座」
・明倫「成人
学級」
・関金「地域
づくり講座」

・西郷「青少年
学級」

・北谷「健康づく
り講座」

・公民館計画訪
問（10/10～
10/25）

・社： 県社会
教育振興大会実
践発表（10/5中
部地区社会教育
関係者研修会実
践発表に兼ね
る）

・高城「地域づ
くり講座」

・上小鴨「地域
づくり講座」

・公民館まつ
り(12/6～8・
作品展示来場
者数1,244人、
舞台発表来場
者数480人)
・公民館研究
大会(12/21・
102人)

・上北条： 県
公民館研究大会
実践発表
（2/13）
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

2
人づくり・地域づ
くりの推進

・中・高生等
青少年の公民
館事業(祭り、
運動会等)への
参加推進

・若者講座講
演会高校生ボ
ランティア
（6/16・高校
生2人）

・若者講座Ｗ
Ｓ高校生ボラ
ンティア
（7/22・高校
生4人）

・中学生ボラン
ティア（地区夏
祭り運営）
・上灘：夏休み
お助け隊（8/7～
10・高校生29
人）
・関金：夏休み
まなび教室（8/6
～9・高校生3
人）

・中学生ボラン
ティア（地区運動
会運営）

・生涯学習講座
高校生ボラン
ティア
（10/27・3人）

・中学生ボラン
ティア（地区文
化祭運営）

・成人式ボラン
ティア（1/3・
中学生29人、高
校生4人）

Ａ

3
公民館のあり方検
討

生涯
学習

H32年度以降の
公民館運営に
ついて決定す
る。

各制度の整理

・公民館長会
（第３次倉吉
市行財政改革
計画について
説明5/8）

館長会・主事
会管理委員会
協議
・公民館主事
会（第３次倉
吉市行財政改
革計画につい
て説明6/21）

・第１回行財政改
革庁内協議
（9/28）

次年度以降の運
営について内部
決定

・第２回行財政
改革庁内協議
（11/19）

・課題別検討会
（11/2）

・課題別検討会
（1/8、1/11、
1/29）

行財政改革のうち、施設
のあり方に係る検討につ
いて、関係部署が集い数
回にわたって協議を進め
た。

Ｂ

10

公民館活動の
推進
～学習の質向
上と学習成果
の活用～

4

安全安心な施設整
備( 公民館災害復
 旧工事（上北条、
 上井、西郷、上
 灘、明倫、灘手、
 北谷、高城、小
 鴨、上小鴨）、空
調整備（西郷、北
谷）)

生涯
学習

・修繕随時

・西郷公民館
空調機取替
（１Ｆ和室）
（4/27～
5/31）

・灘手公民館
空調取替修繕
業務（5/17～
6/29）

・高城公民館
空調機取替
（6/12～
7/10）

・昇降機修繕
(西郷、成徳)

・灘手公民館大
会議室サッシ取
替業務（10/20
～11/16）

・明倫公民館分
電盤改修業務
（1/24～3/15）

・明倫公民館駐
車場舗装修繕
（2/1～3/22）

大規模な修繕はなかった
が、利用者の安心で安全
な利用を促進するため、
老朽化等の課題に対しア
イデアを出し工夫しなが
ら対応した。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10
公民館活動の
推進

Ｂ
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
スポーツ推進に関
する重要事項の調
査審議

生涯
学習

 委員推薦・決
 定

 委員の推薦・決
 定
 第1回審議会

委員の推薦 委員の決定 委嘱状交付
第1回審議会

【スポーツ推進審議会】
委員改選により新体制で
の開催となる。
オリンピックが近づきス
ポーツを取り巻く環境は
大きく変化していること
から、今後は年2回の開催
する。

Ｂ

桜相撲大会
(4/29)

スポーツクラ
イミング 全日
本ユース大会

市民体育大会
（水泳競技
7/16）

全国中学校ソフ
トボール 大会

市民体育大会
（倉吉マラソン
ほか）開催(12
競技10/8，
3競技10/14）

女子駅伝日本海
駅伝競走大会
(10/7)中止

スポーツ
クライミング
   アジア大会

米子・鳥取間
 駅伝競走大会
(11/10～11/11)

ニュースポーツ
交流会
(2/10)

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー
ツの振興

Ｂ

〇計画していた事業の連
動及び各種団体の実態調
査は進んでおらず、概ね
昨年どおりの事業内を実
施しただけであった。こ
のため来年度も、今ある
事業を再度見直し、事業
ごとの連携を高めていく
ことを計画する。
また、各種団体の実態調
査を行い基礎資料を作成
し、市民がスポーツに親
しみ楽しみながら努力で
きる環境の創出を研究す
る必要がある。

○大規模スポーツコンベ
ンションは、個々の事業
を一過性のものとするの
ではなく、「スポーツ振
興を通じて地域の活性化
を図る」の視点をもっ
て、ソフト事業の具体的
企画・立案を関係団体と
進めていくことが必要で
ある。

2
スポーツ活動機会
の充実(地域ス
ポーツの振興)

生涯
学習

【女子・日本海駅伝】両
駅伝大会は台風の接近に
より大会史上初の中止と
した。中止の判断のガイ
ドラインの作成が今度の
課題である。

【ニュースポーツ交流
会】スポーツ推進委員が
主催する事業と連動させ
たことで昨年度の13チー
ムを上回る30チーム114名
参加があり世代、地域を
超える交流の場として進
展した。

【市民体育大会】
異常気象による高温の中
開催し、熱中症等事故な
く開催できたが今後も同
じような課題が出てくる
思われる。参加者が年々
減少し今後の大きな課題
となっている。

【各種協力大会】
今年度は、アジア規模の
大会も開催され、多くの
市民がスポ―ツ活動の
きっかけとなっている。
しかしイベント後のフォ
ローアップ的な事業が無
いことから今後は大会後
の事業展開を関係団と検
討する必要がある。

Ｂ
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

スポーツ教室
(スポーツ推進
委員・地区公
民館)

海洋センター
カヌー教室(小中

学生4月～9月）

指定管理者に
よる各種教室

 体育協会研修
 会①
 （熱中症予
 防・食育等）

ミズノダンスス
クール

体育協会研修
会①
6/30：49名
（熱中症予
防・食育等）

（大人の教室6
月～9月）

【上北条】
ファミリーバ
ドミントン
（5回87人）

小中学生全国
大会出場

夏休みジュニア短
期水泳教室

【西郷】ファミ
リーバドミント
ン
（１回14人）

【北谷】ファミリー
バドミントン（3回67
人）【小鴨】（3回27
人）【上小鴨】（4回
65人）

【上灘】ファミ
リーバドミントン
（4回162人）　
【成徳】（3回65
人）【関金】（2回
16人）

 加藤伸一
 　野球教室
 （野球振興協議
 会主催）

谷川哲也
　スポーツ教
室(12/23)

加藤伸一
野球教室
（12/2野球振
興協議会主
催）

 体育協会研修②
 （競技力向上）

 体育協会研修③
 （テーピング）

体育協会研修③
本年度よりスポーツ推進
委員が中心となって各地
区でスポーツ教室（ファ
ミリーバドミントン）を
開催。ニュースポーツ交
流会には昨年度の13チー
ムを上回る30チーム114名
の参加があり、地域ス
ポーツの振興に大きな役
割を果たした。

Ｂ

児童生徒
 全国大会
 出場費補助金

桜相撲補助金
4／29開催

日本海駅伝補
助金

申請19団体

大会中止

【各種補助】
・児童・生徒全国大会補
助金2/20現在で19件であ
り昨年度末22件を下回っ
た。

Ｂ

学校開放

体育施設

体育施設指定
管理選定委員
会

温水プール

海洋センター
（4/7～9/30）  海洋センター

 指定管理に向
 けた方針協
 議・決定

 第1回選定委員
 会
 募集要項の作
 成

 第2回選定委員
 会
 募集方法の決
 定

募集要項等決定
募集：8/1～8/30
現説：8/17
質問：8/8～8/21
募集締切8/30

8／6　鳥取県B&G
スポーツ交流会

 質問・回答

選定員の推薦
（9/27通知）

選定員の決定

一次審査開始
二次審査通知
 プレゼン実施

 二次プレゼン実
 施

候補者決定

海洋センター指
定管理に向けた
方針協議
モンベル、ス
ノーピークに意
見聴取

議案提出 告示
協定書作成
事務引継

特別休館(1週
間)

【学校開放】
・例年と変わらず30,000
人を超える利用者があ
り、地域スポーツの振興
に寄与している。
利用者間のトラブル（相
手を誹謗中傷する）も見
受けられた。

【海洋センター】
・記録的猛暑や台風等の
影響により利用人数が
1,307人とＨ度実績1,922
人を下回った

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー
ツの振興

2
スポーツ活動機会
の充実(地域ス
ポーツの振興)

生涯
学習

Ｂ

〇体育施設指定管理者の
選定については、1社の
みの応募であり、引き続
き㈱ミズノで決定。ミズ
ノにはハード面だけの管
理ではなく、ミズノ独自
のノウハウを用いたソフ
ト事業の推進を求め充実
を図る計画。

〇海洋センターは、震災
以降に異常気象による高
温状況が続いたことで、
利用人数はさらに減少。
このため、魅力ある教室
等ソフト事業の9充実を
はかるため、来年度以降
は体育施設指定管理者と
協力した事業を計画・実
施する。また既存事業で
ある大人の教室も来年度
以降、関西ワールドマス
ターズを意識した運営を
するなど充実を図ること
とする。
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

 第1回体育協会
 常任理事会・
 理事会
 体育協会総会

ｽﾎﾟｰﾂ団体の
　情報の公
表・更新

体育協会常任
理事会
（5/21）
理事会
（5/25）

市民体育大会
（7/16 水泳競
技）

県民ｽﾎﾟﾚｸ選手派
遣(水泳競技
8/25，26)

市民体育大会総
務委員会・実行
委員会（8/22）

中部駅伝
　　選手派遣9/9 
中止

市民体育大会監督
会議（9/20ソフト
ボール・9/27バ
レーボール）

市民体育大会
（倉吉マラソン
他競技開催
(12競技10/8，
3競技10/14）

女子駅伝・日本
海駅伝協力
(10/7)

きたろうｶｯﾌﾟ
　駅伝選手派遣
（10/14）

県民ｽﾎﾟﾚｸ
 秋季選手派遣
（各競技10/20
～10/28の間）
米子～鳥取間
 駅伝選手派遣
(11/10～11/11)

スポーツ表彰
　 候補者推薦

スポーツ表彰
   選考委員会
（1/16）

市民栄誉賞
スポーツ表彰式
ふるさと大賞
(2/17)

県民ｽﾎﾟﾚｸ選手
派遣(冬季)　
（各競技2/10～
3/3の間）

監査会（3月
中）

Ｂ

○多様化するスポーツ活
動に対応するためには、
体育協会加盟各団の現状
を把握するとともに、体
育協会としてのビジョン
を定め、現在の体育協会
に必要な変化を検討す
る。
また、調査に合わせて住
民ニーズを把握し、現在
の協会活動内容と比較検
討することで、事業の方
向性、各団体への支援、
指導者確保等スポーツ推
進に繋がる各事業の整理
統合、新設を行うことを
計画する。

協議会総会
（4/24）

第1回役員会
（4/17）

 県スポーツ推
 進員研究大会
 運営委員会

・県スポーツ
推進委員協議
会理事会・代
議員会
（4/28）

 スポーツ教室
 運営開始（ス
 ポーツ活動機
 会の充実(地域
 スポーツの振
 興)に記載）

 実技研修打合
 せ会

県スポーツ推
進委員協議会
 理事会・代議
 員会・編集委
員会（5/12）

 ｽﾎﾟｰﾂ推進委員
 第1回実技研修
 会
・第１回講習
会打合せ会
（6/7）

・ＳＵＮ・Ｉ
Ｎ
未来ウォーク
協力（6/2,3）

・中国スポー
ツ推進委員研
修大会
（6/16、17）

・体力・運動
能力測定会打
合せ会（6/6）

第１回講習会
（6/30）体育
協会研修会と
合同開催

第１回実技研
修会打合せ会
（7/18）

中部地区実技
研修会
（7/22）

 中国スポーツ
 推進委員研修
 大会

・体力・運動
能力測定
（7/7）中止

・県スポーツ
推進委員研究
大会運営委員
会・リーダー
研修会
（7/14）

 第1回講習会

第１回実技研修
会（8/30）

第2回役員会
（9/11）

 県スポーツ推進委
 員研究大会運営委
 員会・リーダー研
 修会

女子駅伝協力
日本海駅伝協賛
(10/7)

県スポーツ推進
委員研究大会
(12/1 12/2)

全国スポーツ推
進委員研究大会
(11/15 11/16)

第2回実技研修
会(12/10)

ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ交流会
打ち合わせ
(2/5)

ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ交流会
(2/10)

 第 2回講習会

・県民のスポー
ツ編集委員会
（2/10）

決算監査
（3/5）
第3回役員会
（3/12）

Ｂ

〇スポーツ推進委員の主
体的事業展開を図るた
め、地域スポーツ教室を
全市統一、ニュースポー
ツ交流会を発表の場とす
ることで多くの市民に参
加いただけたことは評価
できる。しかし、ニュー
スポーツ等誰でも気軽に
参加できるスポ―ツ活動
環境整備には、さらに一
歩踏み込んだ事業展開が
必要であり、現在の動き
を一過性のものとしない
ためにも、来年度は推進
委員協議会と協議しス
ポーツ推進委員独自で活
動できる体制の構築を図
る。

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団
本部総会
（4/23）

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団
交流大会(野球
4/7，4/8、ﾊﾞ
ﾚｰ4/29)

 中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
 少年団総会

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流ﾐﾆ
ﾊﾞｽｹｯﾄ大会
（5/12）

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流野
球大会開会式
（6/23）

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ少
年団交流野球大会
決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ
（9/2，9/22）

 中部地区スポー
 ツ少年団バドミ
 ントン交流大会

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流ﾊﾞﾚｰ
ﾎﾞｰﾙ大会
（11/11）

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流バド
ミントン大会
（11/24）

 ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾘｰ
 ﾀﾞｰ研修会

ｷｯｽﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰ
ｸﾞ交流大会
（1/20）

 ｷｯｽﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙﾘｰ
 ｸﾞ交流大会

市及び中部地区
ｽﾎﾟｰﾂ少年団監
査（3月中）

ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾘｰ
ﾀﾞｰ研修会（3月
中）

【スポーツ少年団】
概ね計画通りに進めるこ
とができた。
スポーツ少年団員も数が
減ってきており、チーム
が組めない場合があった
りと、今までと同じよう
な大会の進め方で良いの
かという課題もある。
市の携わる大会以外での
試合も多数あり、試合を
組み入れるのも難しく
なっている。大会のあり
方を再考する時期にきて
いるのではないかと考え
る。

Ｂ

〇子ども達のスポーツ活
動において、昨今ケガや
故障の事例が多く報告さ
れている。また、試合数
が多いことがケガ等に繋
がっているとの事例もあ
るため、次年度以降ス
ポーツ少年団の事業を見
直すとともに、指導者の
意識改革を含む研修等を
充実させる。

〇児童数、指導者の減少
にともない子どものス
ポーツ機会が少なってい
る。このためチーム等の
あり方も検討し、多くの
子どもがスポーツ活動に
親しめる環境を推進する
必要がある。
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11
体育・スポー
ツの振興

3
スポーツ指導者の
養成・団体の育成

生涯
学習

【体育協会】
市民体育大会を7月と10月
に開催。天候にも恵まれ
けが人もなく終了した。
しかし、参加人数が年々
減少しており、更なる参
加の促進を行う。市ＨＰ
や各団の協力をお願いし
たい。
天候不良により中止に
なった大会もあったが概
ね予定通りに開催。
各団の情報公表・更新は
出来ていない。
スポレクも学校、団体を
中心に参加があり多くの
方がスポーツに親しめた
のではないかと思われ
る。
スポーツ表彰は市民栄誉
賞とふるさと大賞との共
催で行った。例年よりも
少ない人数であったが受
賞者への励みになった。
受賞者の中で受賞の内容
が間違っていたり、受賞
対象だったのではという
ような内容のメールも届
いていたのでチェック体
制をしっかりし、来年度
はより良い式となるよう
に準備する。

【スポーツ推進委員】
概ね計画どおりに進ん
だ。スポーツ教室をス
ポーツ推進委員事業とし
て取り組み、ファミリー
バドミントン教室を各地
区で開催した。ニュース
ポーツ交流会には昨年を
大幅に上回る合計30チー
ムの参加があった。体
力・運動能力測定は悪天
候のため中止した。

Ｂ
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

バックスク
リーン・スコ
アボード実施
設計(予定)

6/21～8／17
（業務完了）

工事費決定
補正予算計上

議決
工事入札
 仮契約

 臨 時議会
 本契約
 工事着工

バックスクリーン

単体で工事発注

（10/24～2/28）
スコアボード更
新工事設計監理
業務（繰越）

バックスクリーンとスコア
ボードを一体で発注する予定
であったが危険性の高いバッ
クスクリーンを単体で発註し
た。社会資本整備交付金の関
係でスコアボードも3月から
設計業務に着手

Ｂ

黒土搬入
グラウンド整
備

ナイター照明
    調査・交
換

5/23～5／25
(整備完了）

安定器取り替
え
(5／17～7／31）

【安定器取り換】
関金野球場の照明を修繕
し、利用者の利便性を向
上させた。

Ｂ

体育施設修
繕・器材整備
（通年） テニスコート法面

修繕

【体育施設修繕】
緊急度の高い物から順次
修繕した。

Ｂ

5 災害復旧
生涯
学習

射撃場法面
　　復旧工事

射撃場射台
 コンクリート
　　　　　補
修
(４月完了予
定）

(6/13完了） 6/14使用再開

・地震で被災した射撃場
の修繕が完了し6/14から
使用を再開した。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー
ツの振興

4
体育施設の整備充
実

生涯
学習

B

震災復旧の最終となる射
撃場の工事が完了したこ
とで、今年度から各施設
通常利用が可能となった
が、利用者は現在も震災
前の水準に回復していな
い。このため、各施設の
利用促進を指定管理者と
共に計画・実施する必要
がある。なお、復旧した
施設の維持補修は適時実
施していく。

○次年度も緊急性の高い
ものから順次実施する。
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1

伝建地区の保存
（修理・修景事
業、保存計画の
策定）

文化
財

 現状変更部会
 （第１回）

 平成30年度第
 ２回伝建事業
 説明会

伝建審議会（第
１回）7/2

文化庁現地指導
7/18-19
伝建事業講演会
7/18

 伝建地区見学
 会・修理見学会
 ①

 平成30年度第３
 回伝建事業説明
 会

 現状変更部会
 （第2回）

現状変更部会
（第1回）10/29　

建造物修理報告
会②

くら用心災害復
旧工事

 住まい職人の技
 in倉吉中止

伝建審議会（第
２回）11/27

文化庁現地指導
（2回目）
11/9-10

平成31年度第１回
伝建修理手続き説
明会

 現状変更部会
 （第3回）

伝建事業に関す
る啓発事業
（長谷の観音市）

2/17

修理建物一般公開

伝建審議会
（第３回）3/28

平成30年度繰
越・31年度修理
手続き説明会

・被災した241棟に対し156
棟(64.7％）まで工事完了。く
ら用心の土蔵の修理完了。
・災害復旧事業は建造物の
健全化だけでなく、耐震補
強を11棟実施し、保存地区
全体の防災力向上を図っ
た。
・修理物件を公開し、柱の根
接ぎ、基礎工事、建物の立
て起こしの状況を見てもら
い、伝建修理の理解を図っ
た。
・災害復旧事業－24棟だけ
でなく、2ヶ年休止していた
通常の修理・修景事業－7
棟の31年度計画を作成し
た。

Ｂ

・伝建地区の災害復旧事
業は平成28年度から2カ
年終了したが、当初計画
の3年間では修理が完了
しない見込み。
・所有者の修理要望に対
応しながら、耐震補強の補
助を進め、地区全体の防
災力向上を図ることができ
ている。
　災害復旧事業だけでは
修理困難な案件につい
て、通常の修理・修景事業
を31年度に計画することで
対処できた。
・伝建地区は観光資源とし
ての側面があり、所有者と
ともに修理・活用方法を継
続して検討していく。

史跡の維持管理

史跡大御堂廃
寺跡保存活用
計画策定委員
会

第1回委員会
大御堂廃寺跡保存
活用計画策定委員
会（第1回）8/2

第2回委員会
大御堂廃寺跡保
存活用計画策定
委員会（第2回）
11/16

波波伎神社社叢
調査報告会
12/16
（鳥大と連携）

大御堂廃寺跡保
存活用計画策定
委員会（第3回）
2/21

・大御堂廃寺跡保存活用計
画は、史跡の本質的価値を
抽出し、大綱までの素案を
作成した。

指定文化財候
補の調査

小川氏庭園修
理事業

桑田家住宅修理
事業

大御堂廃寺跡出
土遺物指定調査

桑田家住宅
12/27工事完了

大御堂廃寺跡出
土遺物指定調査

小川氏庭園3/10
工事完了

 文化財パンフ
 レット作成

不入岡の石仏の
修理

鳥飼家住宅一般
公開

文化財ウォーク
（社地区）11/3

文化財パンフ
レット完成

 中尾遺跡第３次 発掘調査は中止
・文化財パンフレットを創
意・工夫して作成し、文化
財啓発に役立てることがで
きた。

   発掘調査

各調査の事前
協議、調査後
開発側との協
議

平成29年度事業

津原遺跡群（県
道倉吉東伯線）
※繰越

両長谷遺跡２次
表土剥ぎ立会

大谷工業団地
発掘調査

発掘調査

両長谷遺跡２次
（産業廃棄物処分
場整備事業）

・両長谷遺跡の発掘調査で
は、弥生時代後期の集落跡
（竪穴住居9棟）が見つかっ
た。うち、１棟は焼失住居
で、建築構造の情報を得る
ことができた。

試掘調査

個人住宅調査

遺物整理作業

河原町地区（小
川氏庭園）追加

遺物洗浄、図面
整理、写真整理
等

国府地区
（産業廃棄物処
分場整備事業）

大谷工業団地
（試掘の追加）

 石塚・福山地区
 （国道313号倉吉関
 金道路）

東岩倉町地区（倉
吉淀屋トイレ）追
加

石塚・福山地区
（国道313号倉吉
関金道路）

報告書作成
（ 市内遺跡・津
原遺跡群）

河原町地区（小
川氏庭園）追加

国府Ｂ地区（竹
林処分）追加
福光地区（太陽
光設備工事）追
加

報告書作成
（市内遺跡）

・石塚・福山地区の試掘調
査では、古代条里を確認
し、石塚廃寺跡に関わる遺
物が出土した。

・予定していなかった個人造
成の案件に試掘調査を入れ
て対応できた。

2 Ｂ

・小川氏庭園の南山荘、
桑田家主屋の解体調査に
より修理中に得られた資
料を整理しながら、修理工
事をすすめ、31年度計画
へ繋げた。小川氏庭園の
33年度公開を目指してい
く。
・南山荘の解体調査時に
はヘリテージマネージャー
の研修会場となり、建築士
や文化財担当者の文化財
修復の考え方を学ぶ機会
となった。

市内に存在する
文化財の調査と
保護

文化財の積極的
な情報発信

埋蔵文化財の調
査
（試掘調査・発
掘調査）

文化
財

・小川家住宅・小川氏庭園、
桑田家住宅の修理は番付
や工法の検討など文化財調
査を行いながら適切に行っ
た。所有者の意向を確認し
ながら、文化財的価値を損
なわないよう修理の年次計
画を立てた。

・文化財パンフレット『倉吉文
化財さんぽ』を作成・配布、
「満正寺所蔵地蔵菩薩立
像」の看板を作成し、文化財
啓発に役立てることができ
た。

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

12
文化財の保
存、活用、伝
承

Ｂ

平成31年修理
事業募集開始

平成30年度修理事業開始　 50棟　程度

平成29年度繰越修理事業　　38棟　程度

平成31年修理
事業募集開始

平成31年度へ計画変更　5棟

平成31年度繰越修理事業　９棟

平成30年度修理事業　31棟完了

平成29年度繰越修理事業　38棟完了

　　　　　　　　　　　　40棟
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
郷土の文化芸術、
伝統文化を学べる
場の提供

博物
館

・美術所蔵品
展
(3/27～4/8)
「花の咲く風
景」

・歴史民俗資
料館外展示
（河本家、淀
屋）
・歴史民俗資
料館（土天
神）

・共催展「山
本二三展」開
催（14～
5/20）

・第1回郷土刀
展実行委員会
(21日)

・第2回郷土刀
展実行委員会
(12日)

・第3回郷土刀
展実行委員会
(26日)

・博物館講座
①(17日)「暮
らしにとけ込
む器ー黒見
焼・矢田彰儀
の作陶」

・倉吉市美術
展覧会
前期10～19 日
本画、工芸、
書道、デザイ
ン)
後期24～7/3 
洋画、版画、
彫刻、写真）

・黒見焼・矢
田彰儀作陶展
(6/10～7/3)

・第4回郷土刀
展実行委員会
(9日)

・博物館講座
②
(1日)「”色・
イロ・いろ”
うちわにひろ
がる」

・歴史民俗資
料館収蔵品展
「倉吉絣と昭
和の風景」

・第5回郷土刀
展実行委員会
(14日)

・博物館講座③
(4日）「日本刀
の魅力と古伯耆
物」

・美術収蔵品展
(1～26日)

・鳥取県の郷土
刀展開催(4～26
日)

・博物館講座④
(8日)「前田寬治
大賞受賞作家 森
吉健さんとまちな
みを描こう」

・考古展示替え
「よみがえる古代
の美」

・博物館講座⑤
(20日)星空を見
上げてみよう

・鳥取県美術展
覧会（10日～26
日）

・博物館講座
⑥
(9日)太一車の
開発～老農・
中井太一郎～

・博物館講座⑦
(19日)古記録に
学び、記憶を伝
えよう

・美術収蔵品展
「郷土ゆかりの
日本画Ⅰ」「大
坂弘道展」

・歴史民俗資料
館「新春に遊ぶ
～すごろく・
凧・羽子板～

・博物館講座⑧
(16日)子持壷と
古墳時代の葬送
儀礼

・美術収蔵品展
「郷土ゆかりの
日本画Ⅱ」「大
坂弘道展」

・博物館講座⑨
(3日)倉吉の仏
師 仲倉裕朋
・博物館講座⑩
(21日)やってみ
よう切り絵

・創作文華展の
開催(19～24
日）

・考古展示替え

・計画どおり進行した。

・郷土刀展の開催は、未
着手の分野であったが、
協力者等の指導・助言に
より実施でき、展示の仕
方など多くの入館者に好
評を得た。

・館外展示や郷土ゆかり
の物故作家の顕彰も進め
た。

A

2
トリエンナーレ美
術賞（前田寛治大
賞）の実施

博物
館

・前田寛治大
賞展委託契約
締結

・前田寛治大
　賞展指名作
　家への作品
搬入連絡

・前田寛治大
賞展審査会（7
日東京）

・前田寛治大
　賞展大賞等
受賞作品広報

・前田寛治大
　賞展東京会場
(8～14日)

・前田寛治大賞展
倉吉会場(8～
10/8)
・前田寬治大賞10
回記念トークイベ
ント開催(9日)

・前田寛治大賞
展作品返却

・計画どおり進行した。

・創設30年の節目となる
第10回展として、前田寬
治大賞を振り返るトーク
イベントを実施し、美術
賞の開催意義について理
解をふかめることが出来
た。

A

3
災害復旧工事と施
設改修工事

博物
館

・歴史民俗資
料館空調機設
置(29日取り替
え完了）

・博物館・歴
史民俗資料館
全館燻蒸（3～
7日に実施しそ
の間休館）

 ・非常用蓄電池
 交換

・博物館中長期保
存計画に沿った改
修計画の策定

・非常用蓄電
池触媒栓交換

・資料館棟貯水
槽給水ポンプユ
ニット修繕

・収蔵庫棟外壁
修繕

・日程を変更した業務も
あったが当初どおり実施
した。

・老朽化した機器類等の
修繕を行った。

・中長期改修計画の策定
は中途のまま据え置きと
した。

B

倉
吉
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13
親しみ学ぶ機
会の提供でき
る博物館

A

・平成30年度は、約3年
ぶりに年間を通して開館
することが出来た。平成
27年下半期からの耐震補
強工事、災害復旧工事等
に伴う休館が続いたため
である。賑わい創出の春
の催事にはじまり、市
展・県展・創作文華展の
開催、年間10回の博物館
講座の実施、郷土刀展の
企画と展示、普及事業
等、例年にも増して多彩
な展示活動及び普及活動
に取り組んだ。

・トリエンナーレ美術賞
が第10回の節目を迎え
た。前田寬治大賞の認知
度は年を追って増してい
る。若手洋画家の育成の
場としても期待が大き
い。10回展を一つの区切
りとし、県立美術館の整
備に伴い、今後の事業の
進め方を協議していくこ
とが求められて来る。

・開館45年を迎え施設の
老朽化が著しい。例年ど
おり鑑賞環境の整備に務
めた。
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平成３０年度倉吉市の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　〈評価基準〉
Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった
Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した
Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった
Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った

取り組み計画 取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

実績
実績
評価

施策
評価

最終評価

1
図書館資料の収集
提供、レファレン
スサービスの充実

図書
館

【倉吉】
自閉症啓発展
示（世界自閉
症啓発デー）
本でひらこう
世界への扉
世界の絵本で
しりとりカー
ニバル
【せきがね】
おやつのカー
ニバル！
世界の絶景を
見に行こう！

子どもの読書
週間
【倉吉】
本でひらこう
世界への扉
世界の絵本で
しりとりカー
ニバル
【せきがね】
おやつのカー
ニバル！
世界の絶景を
見に行こう！

【倉吉】
山陰柴犬って
どんな犬
【せきがね】
お父さんこの
本読んで！
森林浴を楽し
もう ～祝☆大
山開山1300年
～

【倉吉】
 山陰柴犬って
 どんな犬
 夏の昆虫、植
 物の調べ方
図書館で夢を
実現しました
大賞ＰＲ
【せきがね】
外でおうちで
100％遊んじゃ
おう
真夏のホラー
まつり

【倉吉】　
郷土の刀剣Ｐ
Ｒ・日本刀の魅
力にせまる
 鳥取地方気象台
 「お天気広場」
 気象の図書紹介
元気な今から認
知症予防
【せきがね】
星のクイズで夏
を楽しもう！
粋にゆかたで夏
祭り

【倉吉】　
元気な今から認知
症予防　　　　　　
 秋を感じる絵本紹
 介
防災月間PR
未来中心連携企画
「孤独のグルメ」
【せきがね】
県人作家の本を読
んでみよう！
家族を考える・感
じる本

追悼　さくらもも
こ先生

【倉吉】　
秋の催しに関す
る展示
（森のようちえ
ん）
地震に関する展
示（防災月間）
【せきがね】
追悼　さくらも
もこ先生

ぬいぐるみが主
役！な絵本

【倉吉】　　　　
心の病気啓発展
示
武田美穂さんの
絵本
自然を束ねる～
ナチュラルリー
ス

【せきがね】
寝る前に読書で
ホッと一息

絵本を通して異
文化に触れよう

【倉吉】　
アーサー・ビ
ナード特集
障害者週間Ｐ
Ｒ
国会図書館開
館70周年　

【せきがね】
年末年始お助
け本特集

【倉吉】　
 よく読まれた本
 の紹介
「本の福袋」の
中身を紹介しま
す

【せきがね】
きみはなに年生
まれ？十二支の
動物たち

じゃらじゃらお
みくじ

【倉吉】　　　　
 冬の渡り鳥紹介
図書館でつかむ
農業のヒント

【せきがね】
心も体もあった
か絵本

2018映画化作品
特集

【倉吉】　　　　
 新社会人新入学
 生にお勧めの図
 書紹介
まにわにいこう
（真庭商工会協
力）

【せきがね】
音楽を楽しむ絵
本

元気ハツラツ健
康法

話題になっている事柄や
時期を得たテーマの展示
を工夫しながら数多く実
施するとともに、資料を
収集し読書への関心を高
めた。レファレンスの技
術を高めるため研修・事
例学習を継続している。

Ｂ

2 読書活動の推進
図書
館

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 35人  　　
1歳6ケ月 28人

国際交流
フォーラム講
演会（共催 
4/22）　　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 37人   　
1歳6ケ月 35人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 30人   　
1歳6ケ月 28人　

読み聞かせ連
続講座
（6/17）

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 30人   　
1歳6ケ月 31人　

読み聞かせ連
続講座
（7/15）　　　

 せきがね工作
 教室

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月 35人    　
1歳6ケ月 31人　　

おてんきひろば
（共催 8/11)

まつりの夜の図
書館（8/15）

ブックスタート絵
本の読み聞かせ
6ヶ月 20人    　　
1歳6ケ月 30人　　

 製本講座

オレンジネット
ワークリレー講演
会（共催 9/9）

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月 27人
1歳6ケ月 30人

鳥取県中部地震
を忘れない講演
会（10/7）

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ　　　　　　　
6ヶ月 28人
1歳6ケ月 34人

 大人のためのお
 はなしかい

ぬいぐるみのお
とまりかい
（10/17・18）

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 33人
1歳6ケ月 30人

子育て作家講
演会（武田美
穂　12/2・3）
上灘公・交流
プラザ・上灘
小・東中

アーサー・ビ
ナード講演会
（共催12/10）

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月 35人
1歳6ケ月 29人

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月 26人
1歳6ケ月 26人

農業者のための
図書館活用ミニ
講座（共催 
2/3）　

農業者のための
情報セミナー
（共催 2/9）

ブックスタート
絵本の読み聞か
せ
6ヶ月    　　 
1歳6ケ月　　

※個人貸出数
7.0冊を目標。

好評のブックスタートは
今年も円滑に実施でき
た。絵本作家講演会を行
い多くの市民に喜んでい
ただくとともに、引き続
き小学校・中学校各１校
と連携してワークショッ
プ・講演を実施し、子ど
もたちの想像力を刺激
し、また将来の職業選択
の参考とし読書意欲を膨
らませることができた。
他機関と協力し共催事業
も多く実施し人気を集め
た。

Ａ

3
山上憶良短歌賞全
国公募

図書
館

山上憶良短歌
賞実行委員会
開催(5/9)　　　
実施要項決定　

広報媒体（ポ
スター・チラ
シ作成・配布
開始　市ホー
ムページ等に
掲載。

全国結社に広
報・応募協力
依頼　　　　　

永田先生と打
ち合わせ
（6/9）

 県歌人会によ
 る小学生作歌
 指導

県歌人会によ
る小学生作歌
指導

上野誠万葉講
演会（共催　
7/15）　

県歌人会による
小学生作歌指導　

関連資料の館内
展示・事業PR

雑誌広告掲載
（NHK　角川）

山陰万葉を歩く
会連携会議
（8/9）

県歌人会による小
学生作歌指導　　　

 大人のための作歌
 教室

山上憶良短歌賞作
品受付  　　　　　

県歌人会による
小学生作歌指導　
 大人のための作
 歌教室開催　　　

山上憶良短歌賞
作品受付　　　　

山上憶良短歌賞
作品受付  　

大人のための短
歌教室
（11/21・28）

応募作品取り
まとめ

山上憶良短歌
賞審査方法検
討会（12/21）

山上憶良短歌賞
審査　　　　　
（第1次審査会 
1/11）

山上憶良短歌賞
受賞作品集編集

山上憶良短歌賞
最終審査会
（2/14）

第63回倉吉文芸
表彰式（2/16）

第2回山上憶良
短歌賞実行委員
会（2/26）

山上憶良短歌賞
表彰式（3/16）　

受賞作品集発行
(3/16)

３回目の全国公募となっ
た山上憶良短歌賞は応募
数が5,518首と昨年度を上
回った。国内のすべて47
都道府県から応募があ
り、倉吉と山上憶良の活
躍を広く喧伝することが
できた。審査もスムーズ
で事務も滞ることもなく
進めることができた。

Ｂ

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

14
豊かな心を育
む図書館づく
りの推進

Ｂ

・県、市、他の図書館、
商工会議所などと協力し
合い話題性のある展示を
実施した。
・読み聞かせの普及に効
果があるブックスタート
や小中学校と連携した絵
本作家講演会は好評で、
来年度以降も継続して実
施し読書活動の啓発に役
立てたい。　　　　　　　
・３回目の全国公募と
なった山上憶良短歌募集
事業は昨年度以上の応募
があり、県外からの応募
が地元を上回るなど次第
に全国大会の様相が整い
つつある。今年度も全
国・海外の方に倉吉の元
気をＰＲすることができ
た。

17


